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　BodyImage の測定は，Stunkard ら9）によるシルエットチャートを用いて痩身から肥満まで 9
段階のシルエット図を選択させた。
　自覚的な疲労症状の指標として，日本産業衛生協会産業疲労研究会の「自覚症状しらべ」を用い



















　対象者の Hb 濃度を図 1 に示した。Hb 濃度は 9.8 ～14.7 g/dl の範囲に分布しており，その平均
値は 12.4 ± 1.1g/dl であった。また Hb 濃度からみる貧血傾向者の割合を WHO が定める女子の基
準値 12.0 g/dl 以上を正常値以上，12.0 g/dl 未満を正常値未満として図 2 に示した。基準値以上に
該当する者は 86 名で 70％，基準値以下に該当する者は 37 名で 30％であった。
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3）　骨密度
　対象者の骨密度を図 3 に示した。骨密度は 1522 ～1632m/sec の範囲に分布しており，その平均
値は 1566 ± 20.14 m/sec であった。対象者全員が標準骨密度内の数値であった。
4）　体型に対する自己評価について
　体型に対する自己評価の結果を図 4 に示した。「現在の体型をどのように思っているか」という
設問に対して「太っている」と回答した者は 36 名で全体の 30.0％，「少し太っている」は 50 名で




た。その結果，適正な体重の平均は 49.0 ± 5.1 kg で，理想体重の平均は 46.4±4.8 kg と回答してお
り，適正と思っている体重よりも 2.5 ± 2.1 kg 少ない体型を臨んでいた。また実際の体重と適正体
重（r ＝ 0.74，p ＜ .001），実際の体重と理想体重（r ＝ 0.96，p ＜ .001），適正体重と理想体重（r
































まで 9 段階のシルエット図から選択させた結果を図 6 に示した。また同様に，「理想体型」と「適
正（健康的）だと思う体型」（以下「適正体型」）についても 9 段階のシルエット図から選択させ







































理想の体型 －.002 .502** ―
**．相関係数は 1％水準で有意（両側）です。
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7）　実際の体型（BMI）と自己のボディーイメージ評価について
　実際の体型を BMI による「やせ」，「普通」「肥満」の 3 つの分類に対して，自己の体型区分とシ
ルエットチャートにより自分で選択したボディーイメージの評価が一致しているか否かについて表
3 に示した。その結果，実際の体型（BMI）とボディーイメージが一致しており正常認識している
者の割合はやせ（BMI が18.5 未満）で 0％，普通（BMI が 18.5 以上 25 未満）で 55.9％，肥満
（BMI が 25 以上）で 3.1％であった。一方，実際の体型以上（肥満より）のシルエットチャートを




一致，Hb 濃度，睡眠時間（平均 6 時間 18 分）の各因子のうち Hb 値のみ有意（p ＝ 0.044）となっ
たが，これは Hb 値が低値であると自覚的な体調不良と関係があるとした仮説と逆転する結果で

















18.5 未満 0% 7.1%
18.5 以上 25 未満 55.9% 33.9%
25 以上 3.1% 0%






































パターンが夜型化に進んでいる15）。さらに全国民の平均睡眠時間 7 時間 22 分に対して，大学生は
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